
 

 

 

 

 

平成１２年度総会（第 1 回全体会）が開催されました。 

 去る6月11日（日）、富岡公民館にて、浦安市立父母の会連絡会の平成１２年度総会 

が開催されました。 

  今年度より、児童育成クラブ父母会の一部、および昨年開園した高洲保育園の父母会が 

新たにメンバーとして参画し、２１世紀に向け、新たな飛躍を誓いあいました。 

  そして、会合の名称を、「浦安保育フォーラム」へと改称し、飛躍へ向けての第１歩を 

踏み出しました。 

当ニュース誌も、「６ネットアンファン」を「保育フォーラムアンファン」へ改称し、 

皆さまに浦安保育フォーラムの活動内容をお知らせすることとなりました。引き続き、ご 

愛読のほど、よろしくお願いいたします。 

（１）総会議事要約（議案については全て承認されております） 

①千葉保育問題協議会（保問協）会長：友松様よりご挨拶 

 去る５月２８日（日）に浦安文化会館で開催された「ちば保育のつどい」の大成功に対し、 

感謝の意が述べられました。また、あわせて保問協の活動状況や、運営方法についての説 

明をしていただきました。 

②今年度役員について 

 浦安保育フォーラムの今年度役員が選出されました（敬称略）。 

・フォーラム会長：来田（東野）     

 ・副会長：荒木（日の出）、木谷（当代島） 

・会計：大野（日の出） 

・監査：藤田（東野） 

 ・分科会会長： 

   会長会：来田（東野） 対市 ：青木（入船保） 

   外部 ：北田（富岡） 学童 ：渡邉（美浜南） 

③フォーラム運営体制・年間予算について 

  年４回の「全体会」を核とし、「会長会」「外部分科会」「対市分科会」「学童分科会」の 

 ４つの分科会活動を行い、活動を行うこととなりました。 

  また、フォーラムの年間予算は、保問協分担金のほかに、各分科会の活動や、全体会等 

を円滑に運営していくため、活動費・外部保育費等の予算が計上されました。 

 （分担金：９８，８００円、分科会活動費：４００００円、外部保育費：３０，０００円） 

 

④昨年度会長より挨拶 

 平成１１年度、旧連絡会の会長の北田（富岡父母会）より、挨拶がありましたので、紙面 

で掲載いたします。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
今では何人の方が経験しているでしょうか？先輩父母の体験談です。 

 

「 朝 ７ 時 ３ ０ 分 � 夕 ６ 時 ３ ０ 分 ま で し か 預 け ら れ ず、 布団 を背 負い 、片 手で 子どもの手 を 引き、片手

に布おむつを持ち、主食となるパンやご飯は子どもに持たせての登園。月末には保育料を納めに銀行に
走る。しかも保育料は未満児を二人かかえると第１子が半額、負担の大きい第２子が全額のため負担は

８万を超えた。」 

 

朝 ７ 時 � 夕 ７ 時 ま で の 延 長 保 育 が 市 議 会 で 採 択 さ れて から 実施 され るま で７ 年間もかか っ てい ま す。

先輩方が行政に毎年毎年くり返し交渉し続け、ようやく今日の保育環境があります。 

連絡会はこの貴重な経験と実績を基に、現在の分科会方式を取り入れさらに効率よく活動できるよう
に、各分野別に担当を設けました。   

平成１１年度は、それぞれの分科会においてメンバーが団結し大きな力を発揮するとともに３つの分

科会が協力し合い幅の広い活動が展開されました。 

そして新しいメンバーも加わりました。 

新しいメンバーの一つは、学童父母会メンバーによる「学童分科会」です。 

平成１１年度はオブザーバーとしての参加でしたが浦安市内において初めて学童クラブの全体説明
会が開催され、この「学童分科会」が加わることにより、保育園から学童期までを一連の保育とした活

動にまで展開されました。これまで不確定な情報しか得られなかった学童クラブがクローズアップされ

就学前の子どもを持つ親の疑問・不安を少なからず解消してくれました。 

そしてもう一つは、高洲保育園父母会です。平成１１年７月待望の第７保育園「高洲保育園」が開園

しました。開園半年が経過したころ父母会結成の話が持ち上がり、この連絡会も説明会を開催するなど

協力し、ようやく今春待望の父母会が設立されました。早速「ちば保育のつどい」に積極的に参加して
いただきました。今後の活動も大いに期待したいものです。 

また、平成１１年度の大きなトピックスとして「ちば保育のつどい」も挙げられます。 

平成１２年５月２８日、浦安市文化会館にて「ちば保育のつどい」が開催されました。（以下「ちば

保」）初めて「ちば保」の話を聞いたのは、前年の夏のことでした。会長会で伝達した時の皆さんのき

ょとんとした顔が思い出されます。連絡会で、実行委員会で何度も話し合い、どのように「ちば保」を

成功させるか皆さんと一緒に悩み考えました。その結果得た成果には大きな充実感があり、また皆さん
と深い信頼関係を築いたと思います。そして、何よりも先生方との距離が一歩近づいたことが嬉しく思

います。このような機会をきっかけに今後も先生と父母が同じ価値観のもとで一緒に子育てができるよ

うにしていきたいと思います。 

この連絡会に参加して偉大なる先輩方と出会い、この活動の大切さを教えて頂きました。不満ばかり

口にしても、他に委ねても、問題の解決にはならず、一つ一つ自分達の力で解決していかなければなら

ないということを教えて頂きました。 
まず、自らが動かなければなりません。またそれはすぐに実績となるものではなく、地味な活動こそ

が大きな力となります。先輩方の活動していた時期と時代は変化し続け、今は子育て支援、特に働く女

性への支援が世間では話題となり、まだまだ厳しい状況ではありますが社会そのものの受け入れ体制が

整いつつあります。しかし、保育園は営利企業の参入や定員増・分園化など今までにない方向へ進もう

ともしています。 

学童に関してはまだまだこれからです。「本当にそれでいいのか」「なぜ今までそうではなかったのか」
と立ち止まり、一つ一つの問題を考え次のステップへ進んでいきましょう。私達の子どもが親となった

時には、今の活動が実り安心して子育てができる環境になっていて欲しいと願っております。 

この活動に参加できメンバーの一員となったことを大変嬉しく思います。今後もこの連絡会が中心と

なり『浦安独自の保育環境の改善を目指し、さらなる発展を』心より願っております。 

 

保育フォーラムアンファン  

２０００年 第１号 
担当： 
当代島保育園父母会 
 



 保育フォーラムでは、昨年度と同様、浦安市児童家庭課との懇談会や、保育環境の改善 

を目指したアンケートの集約に努めると共に、児童育成クラブ父母会（学童クラブ）との 

連携を、これまで以上に密にし、トータル的な保育環境の向上につとめていきます。 

平成１２年度春季対市懇談会が行われました。 

 平成１２年5月23日（火）、浦安市文化会館にて、春季対市懇談会が開催されました。 

 今年度は、児童家庭課の課長が交代し、浦安市の保育行政にも、新たな風 

が吹き始めました、以下、当日の議事要約の抜粋をお伝えします。 

＜１＞児童家庭課の紹介 

（１）浅井課長 

選挙管理委員会から児童家庭課に４月１日付けで異動した。今回の市の人事異動は、

１５年ぶりの大異動であった。 

（２）小滝課長補佐 

児童家庭課勤務は今年で２年目になる。市役所に入所した２０前にも児童家庭課勤務

の経験がある。当時は、現在県議会議員の小松さんが父母の会のとりまとめをなさって

いた。保育園の状況も現在に比較すると課題が多い時代で、ずいぶんと手厳しいご指摘

をいただいた記憶がある。その時代と比べると、現在は話し合い自体非常に和やかで、

保育事情も向上している印象を受ける。 

 

＜２＞平成１２年度の保育行政の取組について 

１２年度の市の一般会計予算は、４３７億円。昨年度４８５億円と比較すると９．２％

のマイナスとなる。そのうち、保育関係の予算は、２１億円。昨年度比で１０．９％のマ

イナスである。昨年度の高洲保育園の建設費・什器類等の設立資金と、少子化対策臨時特

例交付金事業への市の独自の資質を考慮すれば実質はプラスである。 

保育施策については、浦安市基本構想に基づく「やさしく、思いやりのある福祉」を目

標に展開していく。大きな柱は、次の４点である。 

①エンゼルプランについて 

②保育園の分園について 

③保育園の整備について  

④児童館の整備 

 

＜３＞少子化対策臨時特例交付金について 

交付金の対象事業規模は、国からの２億８５００万円プラス浦安市の独自支出７０００

万円で、合計３億５５００万円となっている。保育関連事業としては、１億６０００万円

を予定している。具体的な事業については広報うらやす４月臨時号を参照して下さい。 

抜粋を次ページに記載します。 

①入船保育園改修事業（６１００万円） 

②猫実・富岡保育園電気設備改修事業（２５００万円） 

秋の着工を予定している。 

③入所円滑化備品購入代（１００万円） 

待機児解消のための、ロッカー、下駄箱、机等の購入を予定している。 

④簡易保育所等設備整備補助金（４４０万円） 

⑤児童育成クラブ関連事業 

ａ）東小学校地区児童育成クラブ施設建設事業（２７１４万円） 

ｂ）南小学校地区児童育成クラブ施設建設事業（４４００万円） 

ｃ）美浜南小学校地区児童育成クラブ施設増設工事（６２４万円） 

ｄ）富岡小学校地区児童育成クラブ施設増設工事（４２０万円） 

 

＜４＞分園の設置について（浅井課長より説明） 

昨年７月に高洲保育園をオープンしたが、待機児は依然として多い状況である。保育園

の新設が最も望ましい施策ではあるが、高洲保育園規模の園を設立するためには、４億か

ら５億円の費用が必要となる。従って、新園設置は容易ではない。そこで、待機児解消に

向けた分園の設置を計画している。 

国の基準では、分園の定員は３０人未満、本園からの距離が３０分以内となっている。

当初、現在定員割れとなっている公立幼稚園（市内１５園）の利用も検討した。しかし、

教育委員会では、空き教室を利用した預かり保育を試行するとのことで、この計画は白紙

となった。現時点では、具体的な場所、運営方針は未定である。１３年度の設置に向け、

７月には結論を出したいと考えている。先日の市長との話し合いでは、幼稚園に限定せず、

様々な公共施設も検討に入れてはどうかというご意見をいただいている。 

 

この後、各父母会と児童家庭課との間で、活発な質疑応答が行われ、2時間に渡り、白熱・

充実した議論が交わされました。 

 11 月にも、児童家庭課との懇談会が予定されており、その際には皆さまから回収させて

いただいたアンケートを基に、保育環境の改善に向けた要望を挙げていく予定です。 

 アンケートの記入、回収にご協力ください。よろしくお願いいたします。 

浦安保育フォーラム今後の予定。  

 今年度は年４回、フォーラム全体会を以下の日程で開催します。 

 第２回全体会  9 月 3 日（日） メインテーマ：対市懇談会に向けて 

 第３回全体会 １１月 ９日（日） メインテーマ：署名運動への取組み 

 第４回全体会  ２月 18日（日） メインテーマ：学童案内      

  ―以上― 


